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第 ９ 回 定 例 教 育 委 員 会 会 議 録 

 

１．招集日時   令和７年９月９日（火）午後５時００分 

 

２．招集場所   七飯町文化センター２０１会議室 

 

３．出 席 者   教 育 長   俉 楼   司 

         委     員   加屋本   旬 

委     員   信 夫 恵美子 

委     員   木 村   希 

委     員   財 津 英 明 

 

４．事 務 局   教育監兼教育総務課長   磯 場 嘉 和 

         学校教育課長兼学校給食センター長   柴 田   憲 

         生涯教育課長   花 巻   亘 

         スポーツ振興課長   髙 橋 雅 貴 

         教育総務課庶務係長   蛯 子 拓 弥 

         教育総務課庶務係   村 越 睦 実 

 

５．教育長の報告 報 告 第 １ 号  教育行政動向報告（８月５日～９月９日分） 

報 告 第 ２ 号  令和７年度教育に関する事務の管理及び執行の状況の点

検及び評価に関する報告書について 

 

６．附議事件   議案第３１号  令和７年度教育費補正予算に係る専決処理について 

議案第３２号  財産の取得における専決処理について 

議案第３３号  七飯町学校給食センター運営委員会委員の委嘱に係る専

決処理について 

議案第３４号  七飯町学校運営協議会規則の一部改正について 

 

７．閉  会   午後５時５０分 

 

８．会議の大要  会議の大要は別紙のとおりである。 

 

９．署  名    教育長  俉楼 司 

 

 

 

          委 員  財津 英明 

 

 

 

          調整者  村越 睦実 
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別紙 

 

■俉楼教育長 

 

○ 開会宣言 午後５時００分 

 

○ まず、日程第２、会議録署名委員の指名について、財津委員を指名する。 

 

○ 次に日程第３報告第１号、教育行政動向報告について報告する。 

 

○ ８月５日、令和７年第８回定例教育委員会議を文化センターで開催し、報告案件として令和

７年７月８日から８月５日までの教育行政動向報告、附議事件として、議案１件を審議し原案

のとおり承認した。議案（その他）では、中体連全道大会各種大会、高体連全国大会（インター

ハイ）の結果について報告している。 

 

○ ８月６日、令和７年第２回点検評価有識者会議を文化センターで開催し、第１回会議におい

て修正のあった点などの確認を行った。先般、報告書が完成し議会へ提出している。今後、準

備が整い次第、教育委員会ホームページにて周知を図る。 

 

○ ８月７日、コンサート中の災害発生を想定し、来場者・演奏者・スタッフが共同で避難訓練

をする避難訓練コンサートを、文化センターパイオニアホールで開催した。当日は、函館西高

等学校吹奏楽局にご協力いただき、演奏中に火災警報を作動させ、職員の誘導で演奏者と観客

が避難した。６２名の演奏者と、観客役の老人大学生８１名・一般参加者３５名は、避難指示

後７分１１秒で避難を完了し、会場に戻って七飯消防署職員の講評を受けたあと、観客は引き

続きコンサートを楽しんだ。 

 

○ ８月８日から１１日にかけて、川崎フロンターレスクール（Ｕ―１０）の児童８名とコーチ

３名がトルナーレで合宿を実施し、町内サッカー少年団２チームと３日間、合同練習を行った。

合宿期間中には、久保田牧場で選手らによる哺乳体験を実施した。 

 

○ ８月８日から１７日にかけて、教職員のリフレッシュと休暇取得促進を図るため、長期休業

中に全ての学校において学校閉庁日を設けているが、今年度も各学校においてそれぞれ期間を

設定し閉庁している。 

 

○ ８月１１日、第４回七飯大沼夏まつりが大沼国定公園広場で開催され、教育長が来賓として

出席した。大沼岳陽学校吹奏楽部の演奏も披露され、フィナーレには２千発の花火が打ち上げ

られた。 

 

○ ８月１５日、七飯町平和祈念祭が七重小学校グラウンドで開催され、教育長、教育委員、教

育委員会管理職及び七飯町平和大使として広島市に派遣された中学生３名等が参加し、戦没者

や原爆死没者のご冥福と恒久平和をお祈りした。 

 

○ ８月１８日、門前陽空選手が杉原町長を表敬訪問し、８月２１日から福岡県北九州市で開催

される第５６回全国中学校卓球大会での活躍を誓った。 

 

○ ８月２１日から２２日にかけて、令和７年度道南ブロック教育長研修会がせたな町で開催さ

れ、教育長が出席した。 
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○ ８月２２日、大沼岳陽学校及び鈴蘭谷分校において、２学期の始業式が行われた。 

 

○ 同日、８月の定例校長会議を七飯町役場で開催し、教育長、教育委員会管理職及び学校教育

指導主事他が出席の下、３事項について情報提供を行った。 

 

○ 同日、校長会主催による町長と町内学校長７名との意見交換会が七飯町役場で開催され、各

学校の現状と課題等について意見交換がされた。意見交換会には教育監が代理で出席している。 

 

○ ８月２２日から２３日にかけて、七飯町図書室が七飯町文化センターに移転して初めてのイ

ベントとして、１日目は会場いっぱいに絵本を広げて自由に読める「ブックフェスティバル」

を、２日目は「おはなし会」や町民などから寄贈いただいた約２，５００冊の本を無料で提供

する「一箱古本市」を、図書活動サークル「らいぶら」と共催で実施した。２日間を通して延

べ２７９名の来場があり、会場は笑顔に溢れた。 

 

○ ８月２５日、大沼岳陽学校及び鈴蘭谷分校を除く各学校において、２学期の始業式が行われ

た。 

 

○ ８月２６日、８月の定例教頭主幹教諭会議を文化センターで開催し、教育長、教育委員会管

理職及び学校教育指導主事他が出席の下、定例校長会議と同様の事項について情報提供を行っ

た。 

 

○ ８月２７日、令和７年度第２回目となる公立高等学校配置計画地域別検討協議会がオンライ

ン（Zoom）にて開催され、教育長が出席した。 

 

○ ８月２８日、七飯町議会議員会主催の「地方財政セミナーin 七飯」が文化センターにて開催

され、教育長、教育委員会各課管理職ほか町職員等が出席し、地方財政の現状とこれからの地

方創生について、講師による講演が行われた。 

 

○ ８月２９日、勤続３０年の教職員６名に対し、勤務する公立学校において永年勤続者表彰が

行われ、教育長から表彰状を伝達した。 

 

○ ９月２日、９月定例会に提出の藤城小学校グラウンド擁壁補修詳細設計委託料、児童・生徒

送迎用スクールバスの購入他について、教育長、担当課管理職が出席し、情報提供を行った。 

 

○ ９月４日、札幌市に本社を構え、厚沢部町に営業所がある大同舗道株式会社様が地域貢献事

業の一環として、七重小学校５・６年生を対象にパラスポーツ（ラグビー）体験会及び測量体

験を同校体育館にて行った。 

  参加した児童はとても楽しみながら体験しており、競技用車いすの体験ではタックル時の迫

力ある大きな音と共に歓声が沸き起こっていた。 

 

○ 同日、生徒の自己省察や自己認識、自らの在り方生き方を深く考える事を目的とした授業（対

象：第１学年）「総合的な探究の時間『ともしび』（旧カタリ場）」を七飯高等学校体育館にお

いて開催し、教育長と加屋本委員が参観した。 

 

○ ９月７日、令和８年度に新規入学する生徒へ向けた学校説明会が七飯高等学校体育館にて開

催され、教育長が参加した。七飯町内中学校及び義務教育学校、近隣市町の中学校生徒あわせ
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て約５０名が出席し、コンコード研修の模様や学校の全体説明を行い、その後各教科ごとの模

擬授業を実施し、参加した学生は楽しみながら説明を聴いていた。 

 

○ ９月７日から１０月２６日の期間中、町教委と七飯町スポーツ協会の共催、各単位協会主管

による第５０回七飯町町民スポーツ大会が開催されている。添付のチラシのとおり、９月７日

にミニバレーボール大会がスポーツセンターで開催され１１チーム５１名が参加し、悪天候に

より延期されたモルック大会をはじめ、ソフトボール大会を９月１４日に開催し、以降１０月

２６日のミニテニス大会及びゲートボール大会まで９日間で１４種目の大会が開催され、今年

度の秋季町民スポーツ大会が終了する予定である。 

 

○ ９月８日から２６日の期間中、令和７年第３回七飯町議会定例会が開催された。９月８日か

ら開会し、教育長、教育委員会各課管理職が出席している。教育委員会への一般質問のほか、

付議事件として教育委員会委員の任命、財産の取得、教育費の補正予算について審議がされて

いる。会期は９月２６日までとなっている。 

 

○ ９月９日、七飯町内の小学校高学年の児童及び鹿部小学校の児童を対象に、劇団四季による

演劇鑑賞として「王子と少年」を七飯町文化センターパイオニアホールで上演し、児童、引率

教諭合わせて約７７０名が鑑賞した。 

 

○ 日程第３報告第１号、教育行政動向報告について何か質問、確認したい点はあるか。 

 

■信夫委員 

 

○ ８月８日からの閉校日は、学校に誰もいなくなるのか。 

 

■柴田学校教育課長 

 

○ 校長や教頭も含め、期間中は一斉で休みとなる。 

 

■信夫委員 

 

○ 教頭はなかなか休めない立場だと思っているが、休めると聞いて安心した。 

 

■加屋本委員 

 

○ ８月７日に開催された避難訓練コンサートのアイデアが面白いと感じた。年度当初からもと

もと計画していたものなのか、函館西高等学校吹奏楽局と協力し開催することとなった経緯を

知りたい。 

 

■花巻生涯教育課長 

 

○ 文化センターでは初めて避難訓練コンサートを開催した。函館市では市民会館と芸術ホール

とで交互に避難訓練コンサートを行っており、私自身も芸術ホールで開催された避難訓練コン

サートに参加し、避難を体験した。これまで文化センターで開催した避難訓練は職員を対象に

したもので、ホールに客がいる場合を想定して行ったことはなかった。 

今回、避難訓練のためにコンサートを開催する必要があったことから、８月１１日に第５回

定期演奏会を開催する予定のあった西高等学校吹奏楽局に協力を仰いだ。 



5 

 

 コンサートを楽しみながら、その途中で避難訓練が発生するという流れであり、参加者に来

てもらい、ただ訓練に参加するのではなく、コンサートも楽しんでいただける仕組みにしてい

る。 

 

■加屋本委員 

 

○ 動向報告に記載はないが、先日函館新道大川ＩＣ付近でヒグマが出没した際に、新道より上

の地域に生徒が住んでいないかどうか心配になり、大中山中学校校長に電話した。教育委員会

では、児童生徒へのヒグマ対策はどのように行っているか。 

 

■柴田学校教育課長 

 

○ ヒグマ出没の担当部署である環境生活課がハンターとともに痕跡確認等を行い、その状況が

リアルタイムで情報共有されるようになっており、教育委員会から各学校等に対して可能な限

り迅速に情報提供を行っている。また、防災無線での周知は地域により情報防災課が適宜対応

を行っている。 

  当該出没は大中山中学校・大中山小学校にあんしんメールを流したことに加え、新道より上

の地域から通学している生徒が１名いたため、その子については個別対応を行った。また、青

灯パトロール車にて教育長が周辺の見回りを行うなど、安全の確保に努めた。 

 

■加屋本委員 

 

○ ７月３０日に発生したカムチャツカ半島付近の地震に伴う津波警報が発生した際には、学校

の先生がもっと対応すべきと責めるような新聞投稿を目にした。夏休み期間中の場合もあるた

め、そこまで緻密な対応はできないと個人的には感じるが教育委員会としてはどうか。 

 

■俉楼教育長 

 

○ 場合にもよるが、その津波の際は七飯町には津波の影響はなかった。 

 

■柴田学校教育課長 

 

○ 当該津波については、七飯町は内陸部ということもあり警報も出なかったため町から各学校

に連絡等は特段行わなかったが、沿岸部等の市町村では何らかの対応を行ったところが多かっ

た。夏休みといえど、部活動等で子どもたちが校内にいる可能性は考えられるため、少なくと

も安全確保等の念押しは今後その機会があれば各学校に対して行っていくところ。 

 

■信夫委員 

 

○ 学校が避難所になることもある。災害は色々なパターンがあり、その対応方法も多岐に渡る

ため、大変なことと思う。 

 

■柴田学校教育課長 

 

○ 実際先日の大雨では、藤城小学校が避難所となった。 
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■木村委員 

 

○ ヒグマの出没の話に関連し、先日桜町の火葬場の近くで目撃の通報があった際に、すぐにあ

んしんメールが届き、助かった。それに伴い七重小学校では、登下校の際に親が児童を車で送

迎する家庭がほとんどであったが、その際に先生方が何人か誘導員となって周辺道路に立って

おり、安心できた。一連の対応が早く、非常に良かったと保護者としても感じているところ。 

 

■柴田学校教育課長 

 

○ 教育委員会からは、出没箇所に近い七飯中学校や七重小学校に対し連絡を行った。車両の誘

導は、先生方が自主的にやってくれたこと。 

 

■俉楼教育長 

 

○ ヒグマ出没時にしても、津波や大雨等の災害発生時にしても、迅速な情報発信をし、可能な

限りパトロール等安全対策を行い、今後も継続して本庁舎側とタイアップしてやっていく。 

 

○ 日程第３報告第１号、教育行政動向報告について、報告済とする。 

 

○ 次に、日程第３報告第２号、令和７年度教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び

評価に関する報告書について教育総務課長から説明を求める。 

 

■磯場教育監兼教育総務課長 

 

○ 議案資料の１をご覧いただきたい。今回報告の令和７年度の点検評価については、昨年度の

令和６年度を対象期間として策定したもの。 

 

○ 報告書をご覧いただきたい。表紙を１枚めくり、目次のページ。本報告書は、大きく６つの

項目で構成されている。１ページ目は点検評価の概要を記載し、評価する事業や対象期間、点

検評価の方法などを記載している。次の２ページから６ページまでは、教育委員会の運営状況

として、教育委員会の構成や教育委員会議の開催状況、また承認された議案、報告事項を記載

している。７ページは、教育費の決算状況として、令和６年度の決算の状況及び過去５年間の

教育費の予算状況を表している。８ページは教育委員会の機構図を記載している。９ページは、

点検評価の対象となった、令和６年度教育行政方針の各施策の評価結果を集約したページと

なっており、次の１０ページから４３ページまでが、教育委員会自らが点検評価した具体的施

策の取組状況、成果、課題、評価結果を記載したもの。個別の項目については割愛させていた

だくが、項目としては全部で４５項目あり、“十分達成できた”のＡ評価が、１７項目、“おお

むね達成できた”のＢ評価が２８項目と評価している。４４ページから４９ページが、私ども

が点検評価した内容について、有識者２名から頂戴したご意見を記載したもの。 

 

○ なお、この点検評価報告書については、七飯町議会に報告し、この後、町のＨＰに掲載する

予定となっている。 

 

■俉楼教育長 

 

○ 日程第３報告第２号について何か質問、確認したい点はあるか。 
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■加屋本委員 

 

○ 膨大な資料であることから大まかに目は通したが、今後１０～１１月以降、より一層細かく

指摘事項があるかどうか精査するため勉強させていただく。また、当該報告書はもう少し簡略

化してもよいのかもしれないと感じている。 

 

■俉楼教育長 

 

○ 住民の皆様に理解いただける範囲で簡略化も検討していきたい。 

 

○ 日程第３報告第２号、令和７年度教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価に

関する報告書について、報告済とする。 

 

○ 次に、日程第４、議案第３１号の令和７年度教育費補正予算に係る専決処理について、教育

総務課長から説明を求める。 

 

■磯場教育監兼教育総務課長 

 

○ 令和７年度教育費補正予算を別紙のとおり町長に提出することについて、教育委員会の職務

権限に属する事務の一部を教育長に委任する規則第２条第２項の規定に基づき専決処理したの

で、同条第３項の規定によりこれを報告し、承認を求める。 

 

○ １０款：教育費、２項１目：学校管理費の「校舎等営繕費：小学校」は、現在、藤城小学校グ

ラウンドの擁壁の一部が傾き、その原因を特定する調査を進めているが、さらに今後の対応・

対策が必要なため、擁壁全体の測量調査や地質調査を行う必要があることから、その詳細設計

委託料に１，５４８万円を追加し、前段で行っていた調査設計委託料については、入札執行残

の５４万５千円を減額。 

 

○ 擁壁の傾倒について、現地調査の速報を説明する。議案資料の２をご覧いただきたい。令和

７年７月３０日に委託業務の入札を行い、和光技研㈱と４５５万５千円で契約した。契約期間

は令和７年８月５日～令和８年３月３１日までで、業務内容は、現地調査及び構造計算による

傾倒原因の特定、並びに傾倒した擁壁の復旧工法の検討及びその概略設計としている。これは、

傾倒し応急対策として大型コンクリートブロックを設置した箇所とその両側の計３面を想定し

たもの。 

 令和７年８月１８日にグラウンドの３か所を試掘した結果、次ページのＡ３の写真だが、真

ん中のＷ１５が最大７．８５度民地側に傾倒し、根本の部分もクラックスケールが約１００ｍ

ｍ入る状況、また、一スパン国道側のＷ１４も最大１．４５度傾倒しており、クラックの奥行

が５ｍｍ程度、奥側のＷ１６も最大１．７５度傾倒、クラックの奥行１０ｍｍ程度がそれぞれ

確認された。 

また、次のページの擁壁傾倒計測の結果、おおむねすべての擁壁が民地側に傾倒しているこ

とが分かった。 

 

○ 以上のことから、すべての擁壁は、試掘調査した擁壁と同じような損傷が発生しているか、

あるいは、今後発生する可能性を否定できないと判断される。よって、全区間に対して何らか

の対策・対応が必要であると考えられるため、擁壁すべての詳細設計や設計に必要となる測量

調査、地質調査を行う。 
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○ ４項３目：社会教育施設振興費の「大中山コモン管理費」は、令和７年度下期工事分のＬＥ

Ｄ化改修事業として、大中山コモンの大ホールを除く全館の照明設備改修工事に１，３３８万

７千円を追加。 

 

○ ５項１目：保健体育総務費の「スポーツ振興総務費」は、今後出場が予定される全道大会及

び全国大会の出場者への参加助成金として、スポーツ振興補助金に２８万円を追加。 

 

■俉楼教育長 

 

○ 議案第３１号について何か質問、確認したい点はあるか。 

 

■加屋本委員 

 

○ 藤城小学校の擁壁の件で、調査をふまえてさらになぜこうなったかを調べる構造設計のため

の補正であり、実際の工事請負費は含まれていないという認識でよろしいか。 

 

■磯場教育監兼教育総務課長 

 

○ おっしゃるとおり、工事請負費は含まれていない。試掘した結果、傾倒した三面の擁壁だけ

ではなく、ほぼすべての擁壁に傾倒が認められた。工事は今回補正する詳細設計委託業務にお

ける調査を踏まえ、まずは傾倒の原因とその対処方法について検討する。 

 

■俉楼教育長 

 

○ 議案第３１号について、原案のとおり決定する。 

 

○ 次に、日程第４、議案第３２号の財産の取得における専決処理について、学校教育課長から

説明を求める。 

 

■柴田学校教育課長 

 

○ 議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条の規定により、議会

の議決を求める必要があることから、令和７年９月８日開会の第３回七飯町議会定例会へ議案

を提出することについて、教育委員会の職務権限に属する事務の一部を教育長に委任する規則

第２条第２項の規定により専決処理したので、同条第３項の規定により、これを報告し承認を

求める。 

 

○ 記に記載のとおり、１の取得する財産として、（１）財産の名称は児童・生徒送迎用スクー

ルバス、（２）数量は１台、２の契約の方法は指名競争入札、３の契約金額は９０１万４，４

２０円、４の契約の相手方は函館市昭和３丁目３２番２６号、函館三菱ふそう自動車販売株式

会社代表取締役、佐々木眞氏。 

 

○ なお、資料３に今回の「財産の取得」に係る入札の経緯と結果を添付しているので、ご参照

願う。 
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■俉楼教育長 

 

○ 主に大沼岳陽学校で児童生徒を送迎するためのスクールバスの更新である。 

 

○ 議案第３２号について何か質問、確認したい点はあるか。 

 

■財津委員 

 

○ 納期はどの程度見込んでいるのか。 

 

■柴田学校教育課長 

 

○ 令和８年３月末日までを納期としており、業者からは年度内に納入可能と回答いただいてい

る。 

 

■俉楼教育長 

 

○ 議案第３２号について、原案のとおり決定する。 

 

○ 次に、日程第４、議案第３３号の七飯町学校給食センター運営委員会委員の委嘱に係る専決

処理について、学校教育課長から説明を求める。 

 

■柴田学校教育課長 

 

○ 七飯町学校給食センター条例第６条第４項の規定により、下記の者を七飯町学校給食セン

ター運営委員会委員として委嘱するため、教育委員会の職務権限に属する事務の一部を教育長

に委任する規則第２条第２項の規定により専決処理したので、同条第３項の規定によりこれを

報告し、承認を求める。 

 

○ 記に記載のとおり、委員１１名の所属、氏名、住所は表に示すとおり。任期は２年間だが、

異動日により委嘱期間がそれぞれ異なっているので、表の下と備考欄に番号で記載している。 

 

■俉楼教育長 

 

○ 議案第３３号について何か質問、確認したい点はあるか。 

 

（意見なし） 

 

○ 次に、日程第４、議案第３４号の七飯町学校運営協議会規則の一部改正について、学校教育

課長から説明を求める。 

 

■柴田学校教育課長 

 

○ この度、提案する「七飯町学校運営協議会規則の一部改正」については、「地方教育行政の

組織及び運営に関する法律」が一部改正され、令和２年４月１日に施行されたが、学校運営協

議会に関わる条項も一部変更となっている。 

七飯町学校運営協議会規則についても、この法律を引用しているため、同時に改正すべきと
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ころを改正が漏れていたことから、修正を行う。 

 

○ 資料４の「七飯町学校運営協議会規則の一部を改正する規則の概要」に沿って説明する。 

 

○ １の改正理由として、冒頭で説明したが、引用する条項が変更となったことから、変更漏れ

のあった箇所について、規則を整備する。 

２の改正内容として、第１条中に規定されている「第４７条の６」を「第４７条の５」とす

る。 

 ３の施行期日として、この規則は公布の日から施行する。 

 

○ 次のページには、新旧対照表を添付しているので後ほどご参照いただきたい。 

 

■俉楼教育長 

 

○ 議案第３４号について何か質問、確認したい点はあるか。 

 

（意見なし） 

 

○ 議案第３４号について、原案のとおり決定する。 

 

 

○ これで、定例会を終了する。 

 

■閉会宣言 

 

○ 午後５時５０分 


